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日の里地区コミュニティ運営協議会 

平成３０年度 1 月役員会 議事録（案） 

平成３1 年１月１２日（土）１８：４０～２１：４０ 

コミュニティ・センター日の里会館 コミュニティ・ルーム 

 

◎緒方事務局長より連絡 

・本日配布の日の里地区コミュニティ運営協議会日程表（案）の差替えのお願い。 

・１月２０日（日）開催予定の地域包括ケアシステム講演会の案内。 

・１月３０日（水）ピッチ大会（アクロス福岡にて）の案内 

 ＊日の里地区コミュニティからは、街づくり特別委員の山村氏（７丁目）が審査委員として出

られます。 

 ＊参加希望の方は、コミセンに１０時集合、１１時出発で市のマイクロバスで送迎します。お

弁当・お茶（５００円実費負担、事前申込要）の注文も可能です。 

 ＊当日、日の里コミセン・CoCokara ひのさとにて TV 中継を観覧できます。 

 ＊後日、RKB 毎日放送で録画放送されます。 

 

◎黒川協議会会長より新年の挨拶がなされた。 

 

Ａ：協議事項 

  １）12 月度役員会議事録（案）の承認について 

⇒承認 

  ２）平成３０年度 1 月～年度末までの運営協議会スケジュールについて 

    本日配布の日程表(案)と差替えをお願いします。 

⇒承認 

  ３）平成３１年度予算編成に当たってのガイドライン（案）について 

⇒承認 

  ４）平成３０年度第 4 回運営委員会式次第(案)について 

⇒承認 

Ｂ：報告事項 

  1)会長報告 

   ①まちづくり推進特別委員会報告 

   ・12 月 15 日(土)、駅前でクリスマスマーケットが開催され、若い方々の参加が多く盛況 

    に終わりました。来年度以降も、商工会等に御協力をお願いし継続していくという話 
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    がありました。 

   ②組織改革特別委員会報告 

   ・12 月 13 日(木)、第 8 回組織改革特別委員会が開催された。 

   広報部会→広報委員会 

   教育文化部会→事業部会と青少年育成部会の２部会にする 

   事が承認された。 

   1 月、2 月は委員会は開催せず、次回は 3 月 7 日(木)。 

 

  ２）副会長報告（飯塚副会長） 

   ①第 2 回構成団体代表者会議の開催について（1 月 18 日(金) コミュニティルーム 

   １９時～） 

   ②組織改革特別委員会について 

   （緒方事務局長）1 月 8 日(火)の三役会おいて、飯塚副会長より意見が出ていました。 

    ご説明お願いします。 

   （飯塚副会長）組織改革特別委員会について、皆さんにご検討をお願いしたいと思います。 

   結論から先に言います。広報部会を委員会にするのは反対です。一旦、棚上げし新しい 

   執行部が確定した時点で再度検証し直し、取り組んでもらいたいと思います。 

   【問題点】・広報部会から委員会にする承諾があったと言っているが、主要メンバーの特 

        定の方々が一斉に辞任するという事が含まれており、広報紙の発行が出来る 

        のか危惧される。 

        ・部会の主だったメンバーが一斉に辞任すること自体、異常。そういう風に 

        話をもって行った事に大きな問題がある。 

        ・広報部会を改革するというのに、組織改革特別委員会のメンバーに当の広報 

        部会長である三好部会長が入っていないというミスリードで始まり、黒川 

        会長の任期は残り 3 か月弱しかない中で、組織改革特別委員会を 1 月、 

        2 月は行わず、3 月 7 日に最終的に決を採るというやり方は姑息。一度掛け違 

        ったボタンは掛けなおすべき。 

   （浦副会長）時間がかかる議題なので最後にし、他の協議事項を先に済ませましょう。 

 

  ３）会計報告 

  (大島会計より報告) 

   ①12 月度収支報告 

 

  ４）各部会報告 

   ①教育文化部会 

   市役所子ども育成課より 12 月定例会後に今年度の子どもの居場所作りの補助金（約５０ 
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   万円）があると知らされた。（市の担当者の伝達ミス） 

   1 月 15 日(火)の構成団体向けの会議の中で何に使うか意見を募りたい。購入に際して、 

   補助金が下りるまでに時間がかかるので、コミセンの予備費から立替えをお願いしたい。 

→承認 

   ・文化祭のポスターと町内回覧用のチラシをお配りしています。ご協力お願い致します。 

 

   ②健康福祉部会 

   2 月 17 日（日） 昔あそび「お手玉教室」実施予定。 

 

   ③生活環境部会 

   来年度の一斉清掃は 6 月 2 日（日）、10 月 6 日（日）。釣川クリーン作戦は１０月 6 日 

   （日）実施予定。 

 

   ④広報部会 

   12 月 4 日(火)第 5 回広報部会全体会議 開催。この件の報告は、飯塚副会長ご指摘の 

   件と関連する為、保留とします。 

 

  ５）事務局長報告（12 月 12 日(火) 市役所開催） 

   ①「宗像市議会との意見交換会」について 

 

Ｃ：連絡事項 

  １）部会・構成団体の平成 31 年度予算作成のお願いについて 

  （事務局長） 

   ・平成 31 年度事業計画・予算要求総括表 

   ・平成 31 年度予算要求内訳書 

   ・平成 31 年度活動計画 

   の三点を配布し、2 月 9 日(土)までが締切となっております。データで資料が必要な 

   方は、事務局までお申し出下さい。 

  ２）宗像市広報誌等配布指定日一覧表 

  ３）平成 30 年度度日の里地区自治町内会活動助成金（道路クリーン・公園愛護・分別収集） 

    実施報告書提出のお願いと助成金のお支払について 

  ４）平成３０年度日の里地区自治町内会活動助成金（自主防災活動助成金） 

    実施報告書提出のお願いと助成金のお支払について 

３）、４）共に→2 月 17 日（日）提出締切 

５）平成３１年新青少年指導員選任のお願いについて 

  どなたか適任の方がおられたら選出の御協力をお願いいたします。 
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  配布した資料に個人情報の記載がありますので、取扱をご注意願います。 

 

Ｂ：２）② 組織改革委員会について協議 

 飯塚副会長からの意見：広報部会を広報委員会に変える事に反対する。 

 

【賛成意見】 

 （三好４丁目町内会長・広報部会長） 

  ・飯塚副会長の意見に全面的に賛成する。 

  ・組織改革特別委員会の手続き、説明全て納得できるものではない。 

  ・そもそも広報部会を広報委員会にするという議題なのに部会長である私が組織改革委員会 

  に入っていない。委員選定のプロセスに問題がある。4 部会の中で広報部会だけ部会長 

  が入っていない。 

  ・この問題は、昨年度も 1 月という時期に何の説明もなく唐突に突きつけられた。広報 

  部会、自分達から委員会に変えてと言い出した訳でない。 

  それなら、必要性、部会のどこに問題があるか整理・説明をお願いしたが、何もない。 

  ・12 月の広報部会全体会議での決議は、委員会になった時の青写真もない、なぜ委員会に 

  する必要性があるのか、委員会の中身が全く分からない状態の中で、あなた達でどちら 

  か選んで良いですよと言われる論理を越えた非常識な提案を受けての事だった。 

  トップに対する不信感、トップの運営能力に対する不信感、感情的にわだかまりが蔓延する 

  中での採決だった。 

  ・一旦、掛け違ったボタンは外して、一からやり直すべき。 

  当事者に話を聞いて実態を把握し、何処に問題があるのか整理し皆が納得した上で、 

  変えて行くべき。 

  ・新執行部の元、初めから整理し、きちんとしたプロセスを踏んで行うべき。 

  ・1 月の今の時点でも混乱した状態で見切り発車すれば、コミュニティ運営協議会に対 

  する不信感が日の里全体に増幅する。 

  ・委員会にした時の人選の展望もなく青写真すら描けていない状態では広報紙は発行出来な 

  い。休刊になるだろう。 

  ・現編集委員が辞めるという感情的わだかまりがあるまま委員会にしてはいけない。 

 （坪井 5 丁目町内会長） 

  ・来年度は従来通りでするべき。文化事業部会とか総会にもかかってない。2 月には 

  現規約の元、来年度の係決めをするのに、途中で組織が変わるのはおかしい。 

 （内田 3 丁目町内会長） 

  ・各町内から人を出して部会が成り立っている中、ごく一部の人（組織改革特別委員） 

  が、こう決めたから下の者は従えというのはおかしい。 

  現場の意見を汲み上げて問題を把握し全体を考えるような組織改革であるべき。 
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各町内に話を下ろし、意見を聞くような会議にしてもらいたい。 

  負担ばかりが増えるコミュニティであったら、町内会が疲弊し潰れる。 

  ・飯塚副会長の言われたように一から仕切りなおすべき。 

 （田和生活環境部会長） 

  ・組織改革の大前提は負担軽減。1 年という短いスパンでやろうとするから今の委員会は根

本的な話ができていない。3 年位のスパンで取り組むべき。 

  ・広報部会から出てきた意見でないから、話し合いが長引いた。 

  ・委員も公募し、やり直すべき。 

 

【黒川会長の意見と広報部会についての議論】 

 （黒川会長） 

  ・一回目の組織改革特別委員会で、教育文化部会を 2 部会に分けるのは承認された。 

  （教育文化部会から文化祭を外して欲しいとの要望で） 

  ・広報部会は、他のコミセンを見て、日の里も委員会にしてはどうですか？と言ったが、や

れとは言っていない。他所は数名でやっている。日の里は４０数名もいる。だから、数名の 

  委員会でできないか提案した。 

 （三好 4 丁目町内会長・広報部会長） 

  ・40 数名というのは、（2 か月に一度の各所の意見を聞く場の）全体会議に出てもらう人数

であって、実際主立って活動しているのは編集委員の 7 名。４０名という数だけ全面に出

して実体を把握していない。 

  ・提案するに際し、委員会にする場合の中身の提示・説明・展望が何もない状態で 

どちらか選べということ自体、論理を欠いた話。 

・部会や新聞の内容について、変えるべき事があれば、謙虚に受け止め部会の中で話し合う。 

  ・不信感払拭するためにも、一旦ゼロに戻すべき。 

 （浦副会長） 

  ・広報部会の反発は当初から予想していた。下から意見が上がってというのが良いのは 

  わかるが現状を考えると、ホームページがメインになる時代に、日の里の広報紙は形式に重

きをおいて時代遅れ。 

  しかし、感情的なわだかまりが残りこの役員会で大多数が反対というのであれば延期も 

  やむを得ない。 

 （三好 4 丁目町内会長・広報部会長） 

  ・今初めて浦副会長から説明を頂いた訳ですが、委員会にした時の中身の説明責任は 

  必要だと思います。委員会という言葉のみ先行してしまっている。ゼロから出発する 

  時に浦副会長が言われた事も含め、委員会組織の運営・ホームページ・紙面の在り方等 

きちんと提示・説明するようにしてほしい。ずっと部会組織じゃないといけないと 

言っている訳ではありません。今のもつれの原因は、皆がわかるような説明が果たされ 
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ていなかった事だと思います。 

（飯塚副会長） 

  ・組織特別委員会においても再三、委員会にする必要性の説明がなされた書面を求め 

  られていたが、結局は出ず、口頭で言うばかりだった。その繰り返しの中、溝が深まった 

  。10 月の広報部会の全体会議に黒川会長も出られて、決めるという話だったが、何も 

  決まっていなかった。その時点で無理だと思っていた。期限が無い状態であれば、それも 

  可能かもしれないが、会長は 3 月で任期の終わりが来るのに計画性もなくするからこの 

  状態を招いた。この件は目を変えて検証し直すべき。 

 

【教育文化部会を 2 部会に分ける事についての議論】 

 （黒川会長） 

  ・教育文化部会を青少年育成部会（仮）・文化事業部会（仮）に分ける件は承認頂けますか？ 

 （内田 3 丁目町内会長） 

  ・2 部会に分ける事のメリットは？それによって、町内会への影響は？ 

 （黒川会長） 

  ・文化事業部会については、町内会からは人を出してもらわなくて大丈夫です。 

  青少年育成部会は、青少年育成会の方が出てきてもらえば良い。 

  ・来年度の役員決めは従来通りやってもらって良い。 

 （大村 8 丁目町内会長） 

  ・うちは町内会の副会長が育成会に毎年出している。（町内会からでは？） 

 （田和生活環境部会長） 

  ・教育文化部会の経験があるが、文化祭というのは、日の里コミセンを利用されている 

  利用者の方々のお披露目の場。（二日間） 

たった二日の事業の為に部会を作る必要があるのか？ 

 （島本教育文化部会長） 

  ・８～１０回の子供の居場所作りの事業（市役所からの補助金）をしているが、何をする 

  かその時々の皆で決めている。毎年の申し送りで、文化祭の時期になり、準備を手伝うだけ 

  と認識していたが、全て部会が主体となってしないといけないと聞き、子供の居場所作り 

  とは無関係の事ではないかと疑問を持った。 

 （田和生活環境部会長） 

  ・例年、文化祭を教育文化がやるものとされてきているが、これこそ組織改革委員会等で 

  改革すべき事で、例えば、まつり実行委員会のように実行委員会をたちあげてすれば良い 

  のではないかと思う。 

 （島本教育文化部会） 

  ・私は文化祭を教育文化から外してもらえれば良くて、別に部会を作って欲しいとは言って 

  いない。ただ、来年度の予算の関係上、文化祭の予算もどこかに入れないといけなかったの 



7 

 

  で、こういう形になった。私が望んで新しい部会を作ったわけではない。まちづくり委員会

でこの件は扱うという事で、その結果出てきたのが組織改革図で、永嶋さんからこのよう 

  にすると聞いた。組織改革委員会が綿密に調査をした上で結論がでているものと認識してい 

  た。 

 （飯塚副会長） 

  ・自由ヶ丘コミセンが新しくなり、芸能祭といってコミセンはノータッチでやっている。 

  利用者側で、企画・運営全てやっている。 

 （島本教育文化部会長） 

  ・今までも習っていらっしゃる側の方に、そういった提案はしてきたが、ただ発表の場があ 

  れば良いというスタンスの方が多く、積極的に実行委員会でやるという流れにならなかった。 

  日の里まつりに付ける話も出た。 

  今年は、実行委員会を立ち上げ、日にちはこちらで決めたのち、利用者の方にも携わって 

もらっている。が、高齢の方も多く全部は皆さんでは無理なので、これからも改革が必要。 

 （飯塚副会長） 

  ・文化祭の在り方自体を見直す良い機会。 

（内田 3 丁目町内会長） 

  ・細部を扱うのではなく、他にもいっぱい問題があるのでは？ 

 （浦副会長） 

  ・やれるところはやっていきたい。組織改革特別委員会は、ある程度、町内会長経験者でな

いとわからないので、そういった方を集め意見を聞こうと発足した。規約の改正は諮問委員

会を開き、来年度に。 

 （田和生活環境部会長） 

  ・堂々巡りになっているので賛否をとっては？ 

 （大村 8 丁目町内会長） 

  ・賛否をとるといっても、まだよくわからない。 

  広報の辞める方が部会だったら戻ってくるのか、委員会だったら辞めるのか、どっちにしろ 

  辞めるのか、辞められた後に広報紙の発行ができるのか、できないのか、代わりが居てでき 

  るのか？ 

 （田和生活環境部会長） 

  ・賛否をとるというのは、飯塚副会長の言われた一度白紙に戻して、新年度で見直す事です。 

 （大村 8 丁目町内会長） 

  ・白紙に戻すのが良いかどうかもわからない。 

 （飯塚副会長） 

  ・１００％白紙にというわけではない。改革すべき事は間違いなくある。今回の件はまだ 

  さわりはじめで、見えてない部分が沢山ある。一遍棚上げをして下さいという事。 

  現執行部がまだ何年も任期があれば良いが今年の 3 月で終わる。あと 2 か月しかない中で 
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  無理やり実績作りの為にやっているのは大間違い。 

 （黒川会長） 

  ・その言葉はやめて頂きたい。そんな事は思っていない。 

 （飯塚副会長） 

  ・そう見えるような事をやっている。 

 （三好 4 丁目町内会長・広報部会長） 

  ・組織改革特別委員会の進め方がつまびらかでないが、3 丁目町内会長の内田さんが言われ 

  たように運営協議会の中でどういう問題点があるのかという大局的な事から話していって 

  例えば広報の編集の内容に問題があると指摘があれば、その編集内容を変えるにあたりどん 

  な改革が必要かの方向づけで行くべき。今のように唐突に、委員会が出てきて、選択を迫る 

  乱暴なやり方で下ろされても対応できない。 

 （大村 8 丁目町内会長） 

  ・初めのころの組織改革特別委員会の広報についての議事録を見た。広報は専門的な知識 

  を有するのでその知識を持った方がした方が良いとあったので、少人数で、町内会から動員 

  しないで良いのかなと、当初は感じていた。委員会か部会かは判断つかないが、方向性は 

  良いと思った。 

 （三好 4 丁目町内会長・広報部会長） 

  ・段階的にきちんとしていれば、こんな混乱は起こらなかった。 

 （緒方事務局長） 

  ・2 月 9 日までに予算の提出をお願いしている。この状態では間に合わない。 

  ・特別委員会というのは、話し合いの場であり、決定権はない。決定権があるのは、 

  役員会と総会だけ。運営委員会は、報告の場。 

 （坪井 5 丁目町内会長） 

  ・残り 2 か月しかない中、わだかまりを残して強引に進めないで、じっくり考えてやる 

  べきと思う。 

 （大島 2 丁目町内会長） 

  ・もう賛否を取りましょう。 

 （浦副会長） 

  ・一点だけ、広報部会にホームページがあるが、権限を持った委員がおらずその内容が 

  役員会にも上がってこない。その委員を一人置くのが、先延ばしにする条件。 

決議にあたって、この付帯事項を加えて欲しい。 

 （三好 4 丁目町内会長・広報部会） 

  ・ホームページの重要性はわかっている。委員会にしないと出来ないという事ではない。 

  部会の中でもできるのでは。 

 （黒川会長） 

  ・広報部会については棚上げで良いが、教育文化部会については問題ないと思うが。 
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 （田和生活環境部会長） 

  ・文化事業部会（仮）については、2 日間の文化祭と新春の集いだけの為に部会はいらない

のでは？ 

 （黒川会長） 

  ・それだけじゃない。啓発事業とか色々入れている。組織図案にある。 

 （緒方事務局長） 

  ・それについては、一応分けておいて、後から足して行こうとする乱暴な話になっている。 

  最初から何をするか決めておかないで、後から何が入ってくるかも分からないのはおかしい。 

 （飯塚副会長） 

  ・島本さんの希望は？ 

 （大島 2 丁目町内会長） 

  ・島本さんの希望は、文化祭を教育文化から外して欲しい事だけ。 

  ・外す事は承認されたはず。ただし、文化事業部会（仮）は、新春の集いも将来的にどうな

るかわからないので部会じゃなくて良い。慌てて作らず、よく考えては？ 

  一旦棚上げするか賛否を。 

 （西山 AP1 区町内会長） 

  ・賛否の前に。青少年育成部会については、問題ないという事で良いか？ 

 （大島 2 丁目町内会長） 

  ・それも含めて全部ご破算にし、新年度に公募してやりましょう。 

 （島本教育文化部会長） 

  ・青少年育成会のメンバーである平川さんの意見は？ 

 （市役所：平川係長） 

  ・育成会としての意見はここでは言わない方がいいかもしれません。昨年も同じ時期に 

  時間がないという事で先延ばしになり、今年も同じことを繰り返されているので、計画性 

  を持ち協議会主導でやってもらいたい。 

 （緒方事務局長） 

  ・協議事項に挙げておりませんでしたが、組織改革を仕切り直す賛否を取ります。 

   仕切り直しをする事に賛成の方は挙手をお願い致します。 

  （15 人中）11 人挙手。⇒承認 

  来年度、諮問委員会を立ち上げ計画します。 

 （三好 4 丁目町内会長・広報部会長） 

  ・組織改革特別委員会がご破算になったという、現組織改革特別委員会への報告は 3 月の 

  委員会で行うのか？早くするのか？ 

 （黒川会長） 

  ・そうですね。 

 （浦副会長） 
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  ・今の議決の取り方はおかしい。この会の議長は黒川さん。緒方さんがやっていいのか？ 

 （黒川会長） 

  ・2 月の役員会で組織図を出すつもりだった。こういった意見を聞くのは了解していたが決

議まで取るとは思わなかった。2 月に決議を取りたい。 

  広報については、皆さんが言われるように棚上げで良いが、文化事業部会（仮）・青少年育

成部会（仮）については 2 月まで待ってもらいたい。 

 （浦副会長） 

  ・先延ばしに際して、広報部会はホームページ委員を置く付帯事項、文化祭は委員会にとか

の付帯事項をつけるような決議で終わるのが望ましい。 

 （内田 3 丁目町内会長） 

  ・2 月に予算を出さないといけないのに、それで間に合うのか？ 

 （浦副会長） 

  ・二本立てで出してもらわないといけない。 

 （島本教育文化部会長） 

  ・文化事業部会（仮）・青少年育成部会（仮）の大まかな予算は立てていたが、文化祭の 

  予算だけ外して作れば良いか？ 

 （黒川会長） 

  ・広報部会は棚上げで結構だが、教育文化部会に関しては承認してもらっていいのでは？ 

 （西山 AP1 区町内会長） 

  ・この 1 年、組織改革のながれに沿って、町内会に話を下ろしてきていて、変更になった 

  ら混乱すると思う。 

 （島本教育文化部会長） 

  ・町内の方には、まだ承認されてない事で、町内の教育文化部会の方が、仮に文化事業 

  部会に入ったとして、文化祭の手伝いに入ってもらうとかまだ具体的に何も決めていない。 

  ・教育文化部会では、無駄な事業の見直しをしている。 

・町内の教育文化の仕事を主にして下さいという話を町内にはしている。 

   2 部会共に、町内会長が部会長にならなくてよい。（町内との関係が薄い為） 

  ・現青少年育成会は、それだけで事業を行い、町内からの動員はない。 

  ・文化事業部会（仮）になった時に、今からなにをするか決めていく予定。 

  ・若い世代が参加できる環境作りが大事で、何もする事がないコミュニティは廃れていく。 

  ・文化事業部会（仮）が何もする事がないと意見が出たが、何かをする事を増やす考え方も 

  あるのでは？（町内会の負担は増やさず） 

  ・新しい組織図が与えられたから、それに沿って何ができるか検討していた。 

 （黒川会長） 

  ・文化事業部会（仮）・青少年育成部会（仮）の 2 部会案は、何のわだかまりもないはずな

ので、通していただきたい。広報部会については、棚上げで良い。 
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  （西山 AP1 区町内会長） 

  ・田和さんが言われた、教育文化部会に関しては、青少年育成部会（仮）だけにして、文化

事業部会（仮）は棚上げという案もあるのでは？棚上げとしても、今までの教育文化部会が

行っていた事業を青少年育成部会（仮）がするという案。 

 （大村 8 丁目町内会長） 

  ・青少年育成部会（仮）にすると、町内から誰を出すとかの混乱がおきるのでは？ 

 （黒川会長）） 

  ・今の育成会の方があたります。 

 （西山 AP1 区町内会長） 

  ・組織改革特別委員会において平川さんが言った青少年育成部会（仮）は将来的には、 

  構成団体が主体的に動いて負担を減らすという考えに賛同したので、青少年育成部会（仮） 

  は残していただきたい。町内会に入っていない若い人も活動できるのでは。この部会に 

  関しては出来るのではないか。 

 （内田 3 丁目町内会長） 

  ・何も図とかわからないし、残りの日にちもないのに、この時点で出てない事、2 月に 

  予算を提出しないといけない事、最初からの全体像が私は掴みづらく、町内会において 

  説明のしようがない。きちんとした図や案をいただけないか？でも、次回 2 月の役員会で

それをもらっても決議しても、2 月 24 日までに新名簿を出さないといけない中、間に合う

のか非常に厳しいと思う。 

 （黒川会長） 

  ・役員決めは従来通りに決めて頂いて良い。 

 （内田 3 丁目町内会長） 

  ・口頭でなくちゃんとした図、文面で動員が何人とか書かれたものを出してほしい。 

  ・最初にもらった図からまた変更されているようだから新しいものを出して下さい。 

 （黒川会長） 

  ・2 月に書類を出すので、教育文化部会についてはその時に決議を図りたい。 

  ・広報部会については、棚上げで良い。 

 （島本教育文化部会長） 

  ・組織改革特別委員会の中で、細かい事が決められていないのは広報部会に時間を取られ 

   て、こちらの細部に亘る協議が出来なかった。 

・これで白紙にとか、その会議に何回も出た時間が無駄になるではないか。 

・三役会でこんな話が出ていたのなら事前に教えてもらいたかった。知らずに１０日の話 

 し合いが無駄足だった。 

 （黒川会長） 

  ・飯塚副会長からの話を聞く事だけと認識していたので、何も用意していなかった。 

  2 月に用意し賛否はその時にします。 
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【次回開催日 2 月 9 日（土）１９時～  コミュニティ・ルーム】 

【出席者】 

【平成３０年度役員】 

会長：黒川   副会長：浦（９丁目）、飯塚（構成団体代表）  会計：大島（２丁目） 

３丁目：内田  ４丁目：三好    ５丁目：坪井      ６丁目：光原 

７丁目：白石（代理）        8丁目：大村      AP1区：西山 

AP2区：山本  AP3区：瀧口 

教育文化部会長：島本   生活環境部会長：田和 

【宗像市役所コミュニティ協働推進課】平川係長 

【事務局】緒方事務局長、嶋田（書記） 

 


